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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策により企業収益や雇用情勢において改善の動

きが見られ、景気は緩やかな回復基調となりましたが、中国における経済をはじめとして海外景気の下振れリスク

や個人消費の回復は依然として鈍く、先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

 このような事業環境のもと、当社グループにおいては、健康医療介護事業の顧客ニーズに対応するための新たな

商品開発を推し進め、顧客基盤の拡大・拡充を図るとともに、健康医療介護情報サービス事業とインターネット関

連事業への経営資源の集中、不採算事業からの撤退、各事業部門の収益管理をより一層徹底することで、グループ

全体の効率経営に努め業績向上に取り組んでまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が2,576百万円（前年同四半期は2,973百万円）とな

りました。損益面は、営業損失133百万円（前年同四半期は営業損失20百万円）、経常損失142百万円（前年同四半

期は経常損失13百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失57百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四

半期純損失165百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

［インターネット関連事業］

 インターネット関連のシステム開発及び運営支援、業務コンサルティング、データセンターの運用・保守等を行

い、売上高は1,459百万円（前年同四半期は1,338百万円）となりました。

［ＥＣサイト関連事業]

 シューズ、ウェア等アパレル製品のインターネット通信販売等を行い、売上高は345百万円（前年同四半期は

1,223百万円）となりました。

［健康医療介護情報サービス事業］

 医療情報管理ソフトウェアの開発・販売、薬剤管理指導業務システム及び透析管理システムの販売・保守サービ

ス等を行い、売上高は209百万円となりました。

［遺伝子情報サービス事業］ 

 遺伝子解析キットの販売及び遺伝子情報の解析等を行い、売上高は45百万円（前年同四半期は362百万円）とな

りました。

［通信事業］

 法人向けMVNO事業の支援、通信SIMの提供、IP電話を利用した各種サービスの提供を行い、売上高は539百万円

（前年同四半期は46百万円）となりました。

［海外事業］

 東アジア圏におけるIT事業の情報収集等を行い、グループ各社に対して事業機会の情報提供、ビジネスの仲介業

務等を行い、売上高0百万円（前年同四半期は0百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ331百万円増加し、3,203百万円となりま

した。これは現金及び預金の増加300百万円、のれんの増加207百万円等によるものであります。

 負債につきましては前連結会計年度末に比べ410百万円増加し、2,646百万円となりました。これは預り金の増加

330百万円、長期借入金の増加120百万円等によるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ79百万円減少し、自己資本比率は16.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループを取り巻く事業環境は短期的に大きく変動する傾向にあり、業績の見通しにつきましては適正かつ

合理的な数値の算出が困難であるため、四半期ごとに決算実績及び事業の概況をタイムリーに開示することにつと

め、業績予想の開示を控えさせていただいております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結会計期間より、株式会社サルースの全株式を売却したため連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更

及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ

20,125千円増加しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度において営業損失（108百万円）及び親会社株主に帰属する当期純損失（652百万

円）を計上し、平成24年3月期より4期連続で営業損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上していることか

ら、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 当該状況を解消すべく、当社グループでは下記の対応策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な不

確実性は認められないと判断しております。

 グループの組織につきましては、事業構造を見直し、ガバナンス強化、グループ会社の重複機能の統合による能力

向上および間接部門コストの削減、会社ごとの役割・機能を明確にすることで連携を強化し、シナジーの創出等を目

的とした組織再編を行ってまいります。

 収益面につきましては、現在、経営の立て直しと業績の早期回復を行うために、収益が見込める事業への経営資源

の集中、役員報酬や人件費低減並びに一般管理費等のコスト削減などを行っております。また、今後、収益改善が見

込めない事業からの撤退をし、収益力があるインターネット関連事業、健康医療介護情報サービス事業への特化を行

ってまいります。

 インターネット関連事業については、ASP事業における顧客への展開、サービス・商品の開発を継続的に実施し、

これまでのノウハウを集約したソリューションの販売を推進致します。また、顧客の業務効率化に資するソリューシ

ョンの提供により、顧客との継続的な取引を実現し収益基盤とする方針です。

 健康医療介護情報サービス事業につきましては、当社グループのノウハウや資金等の投入により、新製品の開発や

周辺事業の買収等を行い、収益力向上を実現する方針です。

 資金面につきましては、当面の運転資金は確保できておりますが、役員報酬や人件費の低減、一般管理費の削減に

よるキャッシュ・フローの改善が見込まれ、また、保有している金融資産等の売却や新たな資金調達も視野に入れて

検討しております。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,228,885 1,529,302 

受取手形及び売掛金 578,917 488,892 

商品及び製品 224,521 5,898 

仕掛品 2,960 － 

原材料及び貯蔵品 3,241 － 

その他 80,559 167,629 

貸倒引当金 △2,997 △2,470 

流動資産合計 2,116,086 2,189,252 

固定資産    

有形固定資産 128,331 127,227 

無形固定資産    

のれん 420,060 627,746 

その他 74,559 186,662 

無形固定資産合計 494,619 814,409 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,632 8,052 

敷金及び保証金 32,786 43,978 

その他 229,312 160,512 

貸倒引当金 △138,236 △139,554 

投資その他の資産合計 133,494 72,988 

固定資産合計 756,444 1,014,624 

資産合計 2,872,530 3,203,877 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 338,018 327,182 

短期借入金 670,000 740,000 

1年内返済予定の長期借入金 205,879 127,867 

未払金 159,721 171,125 

未払法人税等 42,461 13,375 

資産除去債務 10,199 － 

預り金 514,139 844,375 

その他 82,816 102,292 

流動負債合計 2,023,236 2,326,220 

固定負債    

長期借入金 145,567 266,201 

その他 66,919 54,034 

固定負債合計 212,486 320,235 

負債合計 2,235,722 2,646,456 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,108,000 2,108,000 

資本剰余金 402,986 402,986 

利益剰余金 △1,854,708 △1,911,841 

自己株式 △61,269 △61,378 

株主資本合計 595,008 537,766 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 485 464 

為替換算調整勘定 △8,319 △8,400 

その他の包括利益累計額合計 △7,833 △7,935 

新株予約権 34,132 19,292 

非支配株主持分 15,501 8,297 

純資産合計 636,808 557,421 

負債純資産合計 2,872,530 3,203,877 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 2,973,832 2,576,296 

売上原価 1,838,951 1,749,211 

売上総利益 1,134,880 827,085 

返品調整引当金戻入額 3,626 711 

返品調整引当金繰入額 2,867 581 

差引売上総利益 1,135,640 827,215 

販売費及び一般管理費 1,156,564 960,274 

営業損失（△） △20,924 △133,058 

営業外収益    

受取利息 1,291 965 

受取配当金 78 5,490 

貸倒引当金戻入額 － 1,622 

匿名組合投資利益 20,400 － 

その他 4,496 1,227 

営業外収益合計 26,266 9,305 

営業外費用    

支払利息 15,397 16,364 

その他 3,151 2,148 

営業外費用合計 18,548 18,512 

経常損失（△） △13,206 △142,265 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 10,030 

保険解約返戻金 － 16,226 

新株予約権戻入益 3,180 14,840 

受取和解金 － 2,776 

資産除去債務戻入益 － 3,922 

関係会社売却益 － 58,055 

特別利益合計 3,180 105,851 

特別損失    

固定資産除却損 21,798 441 

リース解約損 － 1,966 

減損損失 － 2,148 

和解金 17,000 18,360 

持分変動損失 6,090 － 

事業譲渡損 55,197 － 

特別損失合計 100,086 22,917 

税金等調整前四半期純損失（△） △110,112 △59,331 

法人税、住民税及び事業税 41,169 2,904 

法人税等調整額 7,952 2,101 

法人税等合計 49,122 5,006 

四半期純損失（△） △159,234 △64,337 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
6,272 △7,203 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △165,507 △57,133 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △159,234 △64,337 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △830 △20 

為替換算調整勘定 △1,585 △80 

その他の包括利益合計 △2,415 △101 

四半期包括利益 △161,650 △64,438 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △167,922 △57,235 

非支配株主に係る四半期包括利益 6,272 △7,203 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

 当社は、平成26年８月１日付の株式交換により新株を発行し、株式会社ジーンクエストを連結子会社としまし

た。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が152,589千円増加し、当第３四半期連結会計期

間末において資本剰余金が402,986千円となっております。 

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

 
インターネッ 
ト関連事業 

ＥＣサイト 
関連事業 

健康医療介護 
情報サービス 

事業 

遺伝子情報 
サービス事業 

通信事業 海外事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,334,286 1,223,748 － 362,248 46,291 7 2,966,582 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

4,051 － － － 223 248 4,523 

計 1,338,338 1,223,748 － 362,248 46,514 255 2,971,105 

セグメント利益又は

損失(△) 
65,882 △67,384 － 124,281 △15,444 △474 106,860 

（注）１．「ECサイト関連事業」を構成する企業のうち、トレンドライン株式会社は平成26年４月25日をも

って特別清算結了いたしました。

   ２．第１四半期連結会計期間において、株式会社アクアを連結子会社化いたしました。これに伴い、

「インターネット関連事業」の報告セグメントに含めております。

   ３．第２四半期連結会計期間において、株式会社ジーンクエストを連結子会社化いたしました。これ

に伴い、新たなセグメント「遺伝子情報サービス事業」を新設いたしました。

   ４．当第３四半期連結会計期間において、株式会社ナノメディカルを連結子会社化いたしました。こ

れに伴い、新たなセグメント「健康医療介護情報サービス事業」を新設いたしました。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 106,860

セグメント間取引消去 △3

全社損益（注） △127,782

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △20,924

（注）全社損益は、主に提出会社に係る損益であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

 第２四半期連結会計期間において、株式会社ジーンクエストを連結子会社化したことに伴い、新たなセ

グメント「遺伝子情報サービス事業」を設けております。

 当第３四半期連結会計期間において、株式会社ナノメディカルを連結子会社化したことに伴い、新たな

セグメント「健康医療介護情報サービス事業」を設けております。

 

４．報告セグメントごとの資産に関する情報

 「通信事業」の一部を事業譲渡したことにより、同事業の資産合計は49,259千円減少しております。

 「健康医療介護情報サービス事業」が新たなセグメントとして加わったことにより、同事業の資産合計

は184,036千円増加しております。

 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

 （のれんの金額の重要な変動）

 「健康医療介護情報サービス事業」セグメントにおいて、株式会社ナノメディカルを連結子会社化し

たことにより、のれんの金額に重要な変動が生じております。

 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては147,644千円であり

ます。

 全社において、株式会社サルースの株式を追加取得したことにより、のれんの金額に重要な変動が生

じております。

 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては94,290千円でありま

す。

 

 （重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

 
インターネッ 
ト関連事業 

ＥＣサイト 
関連事業 

健康医療介護 
情報サービス 

事業 

遺伝子情報 
サービス事業 

通信事業 海外事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,437,818 345,319 209,235 45,727 538,195 － 2,576,296 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

21,822 － － － 930 282 23,035 

計 1,459,641 345,319 209,235 45,727 539,125 282 2,599,332 

セグメント利益又は

損失(△) 
79,463 △16,053 △72,871 △95,233 58,349 △198 △46,544 

（注）１．「ECサイト関連事業」については、本事業の主体であった株式会社サルースの全株式を平成27年

6月30日付で売却したため、第１四半期連結会計期間末において連結の範囲から除外しておりま

すが、売却日までの損益計算書を連結しております。これにより、前連結会計年度の末日に比

べ、「ECサイト関連事業」におけるセグメント資産が、360,093千円減少しております。

   ２．第１四半期連結会計期間において、株式会社メディカルコンピューターサービス及びエリアビイ

ジャパン株式会社を連結子会社化いたしました。これに伴い、「健康医療介護情報サービス事

業」の報告セグメントに含めております。

   ３．第１四半期連結会計期間より、従来の報告セグメントである「デジタルプロダクツ事業」を「通

信事業」に名称変更しております。これに伴い、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は

変更後の名称を用いて表示しております。なお、当該変更は、セグメントの名称変更のみであ

り、セグメント区分に変更はありません。

   ４．第２四半期連結会計期間において、株式会社サイバービジョンホスティングを連結子会社化いた

しました。これに伴い、「インターネット関連事業」の報告セグメントに含めております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △46,544

セグメント間取引消去 △7,448

全社損益（注） △79,066

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △133,058

（注）全社損益は、主に提出会社に係る損益であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

 （のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

 （重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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